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優良図書の推奨　平成２１年４月分








と子どもの眠りなど、眠りについての様々なことを紹介する


科学絵本。





評論社　\1,600（税別）


ISBN978-4-566-00887-8　１冊（ページ付なし）


31×26cm　NDC481





馬も、にわとりも、へびも、鳩も、犬も、人も眠る。


私たちは、なぜ、寝なければならないのだろう？


眠りについて研究している人たちは、眠らないとどうなるのかためしてみることにした。


眠りと脳との関係、大人





○これがほんとの大きさ!


スティーブ・ジェンキンズ／作　佐藤見果夢／訳


【幼児、小学生（低学年）向け】





福音館書店　\1,300（税別）


ISBN978-4-8340-2357-2　32P　21×26cm





大きなガの全身、世界一小さな魚の全身、ダイオウイカの目玉、アラスカヒグマの顔、ゴリラの手…などが実物の大きさで表現されている。


写真ではなく、やさしいタッチの切り絵で紹介。


巻末には、紹介している生物の解説が掲載されており、生物の全体像も把握できる構成になっている。


恐竜などの古代生物を紹介した続編もある。





○ねむりのはなし


ポール・シャワーズ／作　ウェンディ・ワトソン／絵


神山潤、神山美恵子／訳


【小学生（低学年）向け】





岩波書店　\1,800（税別）


ISBN978-4-00-115093-3　182P　22×16cm　NDC949





『長くつ下のピッピ』などで知られるスウェーデンを代表する児童文学者リンドグレーンの新訳短編集。


表題作の「カイサとおばあちゃん」は、けがをしたおばあちゃんの代わりに、棒あめを売りに行ったり大掃除をしたりクリスマスの準備をする元気なカイサのお話。全部で１０編のお話を収録。


１９５０年代の子どもたちが生き生きと描かれており、悲しい結末の話もどこか陽がさしているような明るさがある。





○カイサとおばあちゃん


アストリッド・リンドグレーン／作　石井登志子／訳


【小学生（低・中学年）向け】





ーが展開していくのか、読者の想像力がふくらむ本。


想像することの楽しさを教えてくれる一冊である。





評論社　\1,300（税別）


ISBN 978-4-566-00897-7　１冊（ページ付なし）　21×22cm





本書は、文字のない絵本。


雪の降る道で一冊のまっ赤な本を拾った女の子と、南国の島で同じような赤い本を拾った男の子が登場する。


女の子が本を開くと、そこには、南国の島で、自分の様子がそのまま描かれた本を読む男の子が描かれている。一方、男の子の本には…。


次はどのようなストーリー





○レッド・ブック


バーバラ・レーマン／作


【小学生（低・中学年）向け】





岩崎書店　\1,900（税別）


ISBN978-4-265-82011-5　300P　22×16cm　NDC933





物理学者ホーキング博士が、子どもたちのために書いた宇宙冒険物語。


身近にいそうな男の子、ジョージが主人公の物語を楽しく読みながら、宇宙の起源や太陽系、ブラックホールなど、最先端の知識が身につく。


巻中に入れられた、美しいカラー写真やコラムは、科学の基礎知識のガイドを果たしてくれる。


宇宙科学について子どもたちの好奇心をかきたてる一冊である。





○宇宙への秘密の鍵


ルーシー&スティーヴン・ホーキング／作　さくまゆみこ／訳


【小学生（中・高学年）向け】





「女の子のもんだよ。詩なんてさ。男は書かない。」そう言っていた少年ジャックは、先生にさまざまな優れた詩を紹介されていくうちに、自ら詩を書くようになる。


少年の日記形式の短い文章と詩からなり、最後に先生が紹介してくれた詩も収められている。詩をもっと読んでみたくなる一冊。


文学好きの青少年だけでなく、音楽や絵画や彫刻や書道など、すべての芸術を志す若者にすすめたい。





偕成社　\1,200（税別）


ISBN978-4-03-726750-6　141P　20×14cm　NDC931





○あの犬が好き


シャロン・クリーチ／作　金原瑞人／訳


【小学生、中学生向け】





ミドルスクール７年生の女生徒、エマ・ジーンは、他の同級生たちのようにまわりに気を使いすぎて振り回される子とは違い、いつも冷静に遠くから観察できる生徒だった。


ところが、ある日、人一倍周囲を気にするコリーンが助けを求めてきたことから、いろんなことが変わり始めた。


エマ・ジーンは試行錯誤しながら、友達との関わり方を模索していく。


思春期の友達関係の悩みに共感できる一冊。





葬儀社で生まれ育った１０歳の少女コンフォートは、「死」のことをよく知っていると信じていた。


しかし、大切な家族や愛犬に死が訪れたとき、それを自分のなかで受け入れるのは簡単ではなかった。


「死」を通して「生きる」ことに真剣に向き合い、そして生きていることはすばらしいこと、ということに気づく。


命の輝きを見つけるための物語。





ポプラ社　\1,600（税別）


ISBN978-4-591-10538-2　319P　20×14cm　NDC933





○エマ・ジーン・ラザルス、木から落ちる


ローレン・ターシス／著　部谷真奈実／訳


【小学生（高学年）、中学生向け】





○空へ、いのちのうたを


デボラ･ワイルズ／作　よねむら知子／訳


【小学生（高学年）、中学生向け】





主婦の友社　\1,600（税別）


ISBN978-4-07-257880-3　207P　20×14cm　NDC933








母を亡くし、親がわりのブリジットとふたり、砂漠の町ハードパンで暮らす１０歳の少女・ラッキー。彼女には、疑問や不安や心配ごとがいっぱい。


ラッキーの目下の悩みはブリジットのこと。ブリジットが故郷のフランスに帰ると言い出すのでは…と心配でたまらない。ブリジットをひきとめるには、どうしたらいいんだろう？


ハードな人生にめげることなく自分の道を切り開こうとする、悩める元気な少女のハチャメチャな毎日と成長をえがいた物語。





あすなろ書房　\1,400（税別）


ISBN 978-4-7515-2209-7　215P　20×14cm　NDC933





○ラッキー・トリンブルのサバイバルな毎日


スーザン・パトロン／著　片岡しのぶ／訳


【小学生（高学年）、中学生向け】





岩波書店　\780（税別）


ISBN978-4-00-500609-0　213P　18×11cm　NDC601





水俣病問題で疲弊した水俣を再生しようと、地域住民が、環境浄化をはじめ水俣の活性化に取り組んだ。１９９５年に、この考え方を地元に学ぶ「地元学」と名付けて、国内各地に紹介した。


　この地元学が、国内各地で広がり、ベトナムのナムソン村まで広がっていく。


　それぞれの地域でこの地元学に取り組む過程で、住民が、特に若者が、地域や地域の人からいろいろなことを学び成長していく様子が伝わる。





○地元学をはじめよう


吉本哲郎／著


【小学生（高学年）、中学生向け】








